
歯・口腔の健康づくり（北九州市歯科口腔保健推進計画）
第5章

1	 歯科口腔保健推進計画について
（1）	計画策定の趣旨

生涯にわたって健康で質の高い生活を営むためには、歯・口腔の健康が不可欠であり、
歯科疾患の予防や口腔機能の維持・向上などの歯科口腔保健に関する施策について、ライ
フコースに沿って切れ目なく取り組むことが重要です。

国において、平成25（2013）年に「歯科口腔保健の推進に関する基本的事項（第1次）」
が開始され、北九州市では、平成30（2018）年3月に策定した「第二次北九州市健康づ
くり推進プラン」に包含する形で、市の歯科口腔保健施策を総合的かつ計画的に推進する
「歯科口腔保健推進計画」を策定し、様々な取組みを進めてきました。

現行計画が令和5（2023）年度で終了することから、これに続く新たな計画を策定し、全
ての市民が健康で質の高い生活を営む基盤となる歯科口腔保健の実現を図ります。

（2）	計画の期間
令和6（2024）年度～令和11（2029）年度（6年間）
※第三次北九州市健康づくり推進プランと同様

（3）	計画の推進体制
市民の歯・口腔の健康づくりを進めるための拠点として、平成26（2014）年6月に「口腔

保健支援センター」を設置し、関係機関・団体と連携しながら、北九州市の状況に応じた歯
科口腔保健施策を推進しています。

また、保健、医療、社会福祉、労働衛生、教育その他の関係者で構成される「北九州市
口腔保健推進会議」において、北九州市の歯科口腔保健の課題や取組みを共有し、施策
などに関する意見交換を行うほか、地域保健に従事する歯科衛生士、保健師、栄養士など
を対象に研修を実施し、資質の向上を図ります。

（4）	目指す姿
健康づくり推進プランが目指す「健康寿命の延伸及び健康格差の縮小」を大目標として、

歯科口腔保健の推進に関するグランドデザイン（図22）に沿って計画を推進し、適切な食生
活の実現や社会生活などの質の向上と、歯・口腔の健康が関わる疾病の予防・重症化予
防を目指します。
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個人の健康状態の改善

個人を支える

ライフステージごとの特性・ライフコースアプローチを踏まえた歯・口腔の健康づくり

社会環境の整備

個人の行動変容 生涯にわたる歯・口腔の健康
口腔機能の獲得・維持・向上

多職種連携の推進

口腔保健支援センターの設置
歯科口腔保健推進計画の策定 口腔保健推進会議の開催

歯科口腔保健に関する取組みの実施 関係機関間の連携体制の推進

歯科疾患の予防・重症化予防

健康寿命の延伸・健康格差の縮小

就労世代 高齢者次世代

図22　歯科口腔保健の推進に関するグランドデザイン

2	 歯科口腔保健に関する施策
（1）	生涯を通じた歯科口腔保健の推進

生涯を通じた歯科口腔保健を推進するため、各ライフステージの特性及び次のライフス
テージへの影響を踏まえた施策を切れ目なく実施します。

特に、定期的な歯科健診の受診や、治療だけでなく継続的な歯・口腔の健康管理を行う
「かかりつけ歯科医」を持つことについては、すべてのライフステージを対象に、様々な機会
を通じて啓発を行います。
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（2）	ライフステージごとの現状と課題及び施策の方向性

妊娠・出産期（マイナス1歳）
妊娠中はホルモンバランスなどの生理的変化や、つわりの影響などによる不規則な食事、

口腔清掃の不徹底などによって、むし歯や歯周病になりやすい傾向にあります。妊娠中に歯
周病を有していると、早産や低体重児出産のリスクが高まることが指摘されています。

〈現状と課題〉
妊産婦歯科健診の受診率は順調に増加していますが、生まれてくる子どものためにも、更

なる受診率の向上を図る必要があります。
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【出所】  北九州市健康推進課歯科健診関連データ

平成30年度
（2018）

令和元年度
（2019）

令和2年度
（2020）

令和3年度
（2021）

令和4年度
（2022）

（％）
妊産婦歯科健診　受診率

〈施策の方向性〉
妊娠中から産後1年以内の妊産婦を対象に歯科健診を実施し、歯科疾患の予防や早期

発見、早期治療につながるよう努めます。また、安定期（妊娠16週頃～）に入るタイミングで、
母子手帳アプリを通じて受診勧奨・情報提供を行い、更なる受診率の向上を図ります。

適切な口腔清掃の実施や歯科受診を促進するため、マタニティ教室における歯科保健指
導などを通じて、妊産婦や生まれてくる子どもの歯・口腔の健康に関する正しい知識の普及
啓発を図ります。

［関連指標］	 ［令和4（2022）年度 → 令和9（2027）年度］

◯ 妊産婦歯科健診受診率の向上 38.4％ → 46.0％
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乳幼児期（0〜 5歳）
生後6か月から1歳頃に乳歯が生え始め、離乳に従って、話す、食べるといった口腔機能

が発達する時期であり、生涯にわたる口腔機能の獲得・維持・向上に影響を与える重要な
時期です。一方で、砂糖などを含む飲食物を頻回に摂取することにより、むし歯が発生しや
すくなる時期でもあります。

〈現状と課題〉
北九州市のむし歯のない3歳児の割合は増加傾向にあるものの、全国平均を下回る状況

が続いており、更なるむし歯予防の取組みが必要です。
また、育児環境などの影響により、多くのむし歯を持つ子どもの存在が指摘されており、

健康格差の縮小に向けた対策が求められています。
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【出所】  北九州市：北九州市健康推進課歯科健診関連データ
 全国：地域保健・健康増進事業報告
 ※令和4年地域保健・健康増進事業報告は令和6年3月1日時点で未公表

【出所】 北九州市健康推進課歯科健診関連データ

平成30年度
（2018）

令和元年度
（2019）

令和2年度
（2020）

令和3年度
（2021）

令和4年度
（2022）

1本 2本 3本 4本以上

（％） （％）

81.8
86.8 83.4

88.1
84.4

88.2 86.8 87.7

2.9

4.1

1.2

4.1

89.8

3歳児でむし歯のない者の割合 3歳児でむし歯のある者の割合
（本数別内訳）

〈施策の方向性〉
1歳6か月児及び3歳児歯科健康診査において、歯・口腔の疾患の有無や口腔衛生状態、

口腔機能の発育状態を確認するとともに、フッ化物塗布を実施し、乳歯の萌出時期におけ
る効果的なむし歯予防を図ります。

また、歯科健康診査の受診率向上のため、未受診者に対するハガキの送付や、母子手
帳アプリでの対象年（月）齢ごとの情報提供などによる受診勧奨を行います。

市内の保育所及び幼稚園において4・5歳児歯科検診を実施し、就学前の児童の歯科健
診受診の機会を確保します。

正しい食習慣や歯みがき習慣、定期的な歯科受診、フッ化物の利用など、適切な歯科保
健行動の定着を図るため、保育所、子ども食堂などにおける歯みがき指導や講話などを実
施します。
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［関連指標］	 ［令和4（2022）年度 → 令和9（2027）年度］

◯ 歯科健康診査受診率の向上 1歳6か月児 75.3％ → 84.0％
  3歳児 67.9％ → 79.0％
◯ 3歳児でむし歯のない者の割合の増加  87.7％ → 92.0％
◯ 3歳児で4本以上のむし歯を有する者の割合の減少 4.1％ → 2.0％

学齢期・青年期（6〜 18歳）
6歳から12歳頃にかけて、乳歯が永久歯に生え変わりますが、生えはじめの歯は組織が

未熟であり、むし歯が発生しやすい状況にあります。むし歯は自然治癒せず、永久歯は生え
変わらないことから、この時期のむし歯予防は特に重要です。

また、思春期以降はホルモンバランスの変化や生活習慣の乱れによって、むし歯や歯周
病になりやすい傾向にあります。

〈現状と課題〉
北九州市のむし歯のない12歳児の割合は増加傾向にあるものの、全国平均を下回る状

況が続いており、学齢期のむし歯予防について対策の強化が必要です。
中学生で歯肉（歯ぐき）に炎症所見を有する者の割合は減少傾向にあるものの、その後

のライフステージを見据え、若い世代の歯周病予防に対する意識の啓発が重要です。
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【出所】  北九州市：北九州市学校保健課学校歯科検診関連データ
 全国：学校保健統計調査

【出所】  北九州市学校保健課学校
歯科保健調査関連データ
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〈施策の方向性〉
北九州市内の小学校における集団フッ化物洗口や、特別支援学校小学部におけるフッ化

物塗布の実施により、歯の生え変わりの時期における効果的なむし歯予防を図ります。
生涯にわたる適切な生活習慣の定着を促進するため、市内の小学校や子ども食堂などに

おける歯みがき指導や講話の実施により、歯・口腔の健康に関する正しい知識の普及啓発
を図ります。
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［関連指標］	 ［令和4（2022）年度 → 令和8（2026）年度］

◯ 中学生における歯肉に炎症所見を有する者の割合の減少 19.7％ → 18.6％
◯ 12歳児でむし歯のない者の割合の増加 62.4％ → 67.9％

TOPICS 20

「フッ化物」とは「フッ素」を含む物質の総称です。フッ素は自然界に広く存在し、すべての動植物やほとんど
の食べ物・飲み物にも含まれています。
また、フッ素には優れたむし歯予防効果があり、
生活の中でフッ化物を利用することで、効果的に
むし歯が予防できます。フッ化物を使ったむし歯
予防の方法にはいくつか種類がありますが、いず
れも有効性と安全性が確認されており、長年、世
界中で利用されています。

フッ化物を使ったむし歯予防

～ 世界が薦める予防法でむし歯を防ごう！ ～
フッ化物ってなぁに？

成人期（19〜 39歳）
進学や就職に伴って生活習慣が変化しやすく、定期的な歯科健診を受診する機会も減っ

て、歯・口腔のケアを怠りがちな時期であり、歯周病が増加する傾向にあります。

〈現状と課題〉
北九州市の20代で歯肉に炎症所見を有する者の割合は減少傾向にあるものの、年代が

上がるに従って歯周病を持つ者は増える傾向にあるため、20～30代における予防が重要
であり、対策の強化が必要です。
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【出所】  北九州市健康づくりに関する実態調査関連データ
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〈施策の方向性〉
1歳6か月児歯科健康診査受診者の保護者を対象とした親子歯科健診を実施し、歯科

疾患の予防や早期発見、早期治療につながるよう取り組みます。
また、歯周病検診の対象者に若い就労世代を新たに加え、切れ目のない歯周病予防を推

進します。さらに、正しい歯みがきなどのセルフケアと、歯科医院における健診や歯石除去
などのプロフェッショナルケアの両立や、「かかりつけ歯科医」を持つことなどについて、職域
を通じたリーフレットの配布などにより普及啓発を図ります。

［関連指標］	 ［令和4（2022）年度 → 令和10（2028）年度］

◯ 20代における歯肉に炎症所見を有する者の割合の減少 22.2％ → 14.0％
◯ 19歳以上における過去1年間に歯科健康診査を受診した者の割合の増加
  46.8％→ 50.0％
◯ 19歳以上における歯周病と糖尿病の関係を知っている者の割合の増加
  32.6％ → 50.0％

TOPICS 21

歯周病は様々な全身疾患と関連しています

～ 年1回以上は歯科を受診しましょう ～
若くても油断大敵！ 30代の約半数が歯周病

■歯周病ってどんな病気？
歯周病とは、歯と歯ぐきの隙間にたまった歯垢（プラーク）の中

の細菌によって、歯を支える周りの組織（歯ぐきや骨など）が破壊
されていく病気で、成人の多くがかかっていると言われています。
初期は痛みを感じないため、気づかないまま進行していること

が多く、気づいた時にはかなり進行していることも…。重症化する
と歯を失ったり、全身の健康にも影響を与える怖い病気です。

■歯周病の予防には定期的な歯科受診を！
予防には、毎日の歯みがきや歯科医院で行う定期的な歯石除
去などが有効です。年に1回以上は、お口をチェックしてもらい、
予防や早期発見・早期治療に努めましょう。

壮年期（40〜 64歳）
仕事や介護などの影響でセルフケアや歯科受診がおろそかになる、糖尿病などの生活習

慣病を持つ者が増えるなどにより、進行した歯周病（歯周炎）を持つ者が増加する傾向にあ
ります。歯周病が進行すると歯を失うリスクが高まるほか、全身の健康に様々な影響を与え
ます。

〈現状と課題〉
北九州市の40歳及び60歳で歯周炎を有する者の割合は、ともに減少傾向にありますが、

未だ5割を超える状況が続いています。
また、歯周病検診受診率は微増しているものの、依然として1割に満たない状況であり、
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40歳以上で歯周病と糖尿病の関係を知っている者の割合は増加傾向にあるものの、3割程
度にとどまっています。

歯周病の初期は痛みなどの自覚症状が乏しく、気づかないまま進行しやすいため、重症
化の予防には検診による早期発見が重要です。全身疾患との関連を含めた正しい知識の普
及啓発などにより、更なる受診率の向上を図る必要があります。

〈施策の方向性〉
40歳、50歳、60歳及び70歳の市民を対象に歯周病検診を実施し、歯周病の早期発

見、早期治療につながるよう取り組みます。また、検診対象者へ受診券ハガキを送付するこ
とで、受診率の向上を図ります。

区役所や市民センターなどで開催される健康教室などにおいて、歯科医師や歯科衛生士
による講話や歯科保健指導を実施し、歯周病に関する正しい知識の普及啓発を図ります。
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【出所】  北九州市健康推進課歯科検診関連データ
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平成23年度
（2011）

平成28年度
（2016）

令和4年度
（2022）

27.7

33.2 33.9

（％）
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［関連指標］	 ［令和4（2022）年度 → 令和9（2027）年度］

◯ 歯周病検診受診率の向上（40、50、60、70歳の合計）  6.0％ → 10.0％
◯ 歯周炎を有する者の割合の減少 40歳 ：  53.4％ → 48.5％
  60歳 ： 59.6％ → 52.0％
◯ 未処置歯を有する者の割合の減少 40歳 ：  35.7％ → 34.0％
  60歳：  26.2％ → 18.0％
 ［令和4（2022）年度 → 令和10（2028）年度］

◯ かかりつけ歯科医がいる者の割合の増加（40 〜 64歳）  69.0％ → 74.0％
◯ 40歳以上における自分の歯が19歯以下の者の割合の減少  19.9％ → 11.0％
◯ 50歳以上における咀嚼良好者の割合の増加  65.8％ → 80.0％
◯ 60歳で24歯以上の自分の歯を有する者の割合の増加  74.1％ → 87.0％

高齢期（65歳以上）
加齢に伴って、更に歯周病が進行し、歯を喪失する者が増加する傾向にあります。また、

歯周病の進行によって歯ぐきが下がると、露出した歯の根元にむし歯が発生しやすくなりま
す。

むし歯や歯周病で自分の歯を失ったまま適切な治療を受けないでいると、食べ物を噛んだ
り飲み込んだりといった口腔機能の低下につながります。他にも、オーラルフレイルの兆候で
ある滑舌の低下や食べこぼし、むせなどを放置することで、口腔機能低下のリスクが高くな
ります。

〈現状と課題〉
北九州市の80歳で20歯以上自分の歯を有する者の割合は増加していますが、未だ4割

以上は自分の歯が20歯未満であり、口腔機能低下のリスクが高い状態にあります。歯の喪
失や口腔機能の低下を予防するため、歯科疾患の予防や適切な治療の受診、オーラルフレ
イル対策などの促進を図る必要があります。

また、65歳以上で口腔ケアが誤嚥性肺炎を予防することを知っている者の割合は、増加
しているものの、約半数にとどまっています。健康寿命の延伸に向け、歯・口腔の健康の重
要性について、正しい知識の更なる普及啓発が必要です。

53



第5章　歯・口腔の健康づくり（北九州市歯科口腔保健推進計画）

0

20

40

60

0

20

40

60

80

65歳以上で口腔ケアが誤嚥性肺炎を
予防することを知っている者の割合

【出所】  北九州市健康づくりに関する実態調査関連データ

平成23年度
（2011）

平成28年度
（2016）

令和4年度
（2022）

40.1

55.1 54.1

（％）

80歳で20歯以上
自分の歯を有する者の割合

平成28年度
（2016）

令和4年度
（2022）

45.9

57.7

（％）

〈施策の方向性〉
地域の健康教室などにおいて、歯科医師や歯科衛生士による講話や健康教育、個別相

談などを実施し、歯・口腔の健康に関する正しい知識の普及啓発を図ります。
市内で開催されるイベント会場などにおいて、歯科医師による口腔機能の評価や個別相

談、歯科衛生士による保健指導などを実施し、高齢期の口腔機能の維持・向上を図ります。

［関連指標］	 ［令和4（2022）年度 → 令和10（2028）年度］

◯ 80歳で20歯以上の自分の歯を有する者の割合の増加 57.7％ → 75.0％
◯ 65歳以上における口腔ケアが誤嚥性肺炎を予防することを
 知っている者の割合の増加 54.1％ → 70.0％

TOPICS 22
固いものが食べにくい、むせる、お口が乾く等のお口の変化に要注意

お口の元気を保ち、フレイルを予防しましょう

① しっかり噛んで食べましょう
飲み込む前にいつもより＋5回多
く噛むようにしましょう。

②毎食後と寝る前の歯みがき
入れ歯の手入れも忘れずに！

③お口や舌をよく動かしましょう
たくさんおしゃべりし、よく笑い
ましょう！
お口の元気体操を取り入れま
しょう。

④かかりつけ歯科医をもちましょう
定期的にチェックを受け、よく噛
めるお口を保ちましょう

1

頬ふくらまし（両方）5 頬ふくらまし（左・右）6

アーの口

ゆっくり大きく
口を開ける

2 イーの口

唇を横（左右）に
しっかりと引く

3 ウーの口

唇を前にとがらす
ように突き出す

4 あっかんべー

舌をしっかり
下に伸ばす

両方の頬を
ふくらましたりへこましたりする 左右の頬をふくらます

唾液
ごっくん

お口の元気体操の一例
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各ライフステージにおける
妊娠・出産期（マイナス1歳） 乳幼児期（0～5歳） 学齢期・青年期（6～18歳） 成人期（19～39歳） 壮年期（40～64歳） 高齢期（65歳以上）

歯科口腔保健施策について

● 妊娠中の生理的変化などにより　　　
増加するむし歯・歯周病の予防

● 安定期（妊娠16週頃～）の
歯科受診（健診を含む）

● 歯周病検診の受診
　（歯周病の早期発見・早期治療） 　（歯周病の重症化予防）

● 妊産婦歯科健診受診率
　38.4%（令和4）【増加傾向】
⇒ 更なる受診率の向上

● 歯周病検診受診率
　6.0%（令和4）【微増傾向】
● 歯周炎を有する者の割合
　40歳 53.4%（令和4）
　60歳 59.6%（令和4）

● 自分の歯を有する者の割合
　80歳 20本以上 57.7%（令和4）
● 口腔ケアが誤嚥性肺炎を予防することを知っ
ている者の割合
　65歳以上 54.1%（令和4）

● むし歯のない者の割合
　3歳児 87.7%（令和4）【政令市18位】　12歳児 62.4%（令和4）
⇒ むし歯予防の対策強化

● 健診受診率の増加
　妊産婦38.4%（令和4）→ 46.0%（令和9） 　1.6歳児　75.3%（令和4）→ 84.0%（令和9）

　3歳児　67.9%（令和4）→ 79.0%（令和9）

● むし歯のない者の割合の増加
　3歳児 87.7%（令和4）→ 92.0%（令和9）

妊産婦歯科健診（妊娠中から産後1年以内）

セルフケア しっかり噛んで、食後は歯みがき（毎食後の丁寧なセルフケア）

乳幼児歯科健（検）診（1.6歳、3歳、4・5歳） 学校歯科検診（小・中学生、高校生） 親子歯科健診（1.6歳児の保護者） 歯周病（歯周疾患）検診（40歳・50歳・60歳・70歳） 後期高齢者歯科健診（76～80歳）

　12歳児 62.4%（令和4）→ 67.9%（令和8）

● 歯肉に炎症所見を有する者の割合
　中学生19.7%（令和4）【減少傾向】
⇒ 歯周病予防意識の啓発

● 歯周炎を有する者の割合の減少
　40歳 53.4%（令和4）→ 48.5%（令和9）
　60歳 59.6%（令和4）→ 52.0%（令和9）

● 自分の歯を有する者の割合の増加
　60歳24本以上 74.1%（令和4）→ 87.0%（令和10）　80歳20本以上 57.7%（令和4）→ 75.0%（令和10）

● 歯周病検診受診率の増加
　6.0%（令和4）→ 10.0%（令和9）

● 過去1年間に歯科健康診査を受診し
た者の割合の増加
　19歳以上 46.8%（令和4）
　→ 50.0%（令和10）

● 口腔ケアが誤嚥性肺炎を予防することを
知っている者の割合の増加
　65歳以上 54.1%（令和4）→ 70.0%（令和10）

　20歳代 22.2%（令和4）【減少傾向】
⇒ 今後を見据えた予防

● 歯肉に炎症所見を有する者の割合の減少
　中学生 19.7%（令和4）→ 18.6%（令和8） 　20歳代 22.2%（令和4）→ 14.0%（令和10）

● 歯・口腔の適切なケア習慣
● 歯科疾患予防（特に歯周病予防）

目
　標

現
状
と
課
題

主
な
指
標 

（
一
部
抜
粋
）

行
政
の
主
な
取
組
み

市
民
の
行
動
目
標

関
係
機
関
の
取
組
み

生まれてくる子どものための
両親の歯・口腔の健康づくり

むし歯予防
口腔機能の獲得

むし歯・歯周病予防
健康格差の縮小 健全な口腔状態の維持 歯科疾患の早期発見・早期治療 歯の喪失防止

口腔機能の維持・向上

● 適切な生活習慣（食後・就寝前の歯みがき等） ● 歯周病の重症化予防　● 歯周病の影響による全身疾患の発症・重症化予防
● オーラルフレイル対策確立　　　→　　　定着

塗布（1.6歳・3歳） 洗口（小学校）、塗布（特別支援学校（小））
● フッ化物応用

子どもむし歯予防教室（保育所・子ども食堂等） 歯みがき指導（小学校）
● 歯みがき指導

マタニティ教室 乳幼児個別相談　等
● 歯科保健指導

● 歯科健（検）診

● 口腔保健推進会議の開催（学識経験者及び保健、医療、社会福祉、労働衛生、教育、地域等の関係者から構成する会議）、 正しい知識の普及啓発 （歯科疾患の予防、全身疾患との関連、口腔機能の維持・向上）

高齢者の口腔機能維持・向上に関する医科・歯科連携の推進

企業の歯科保健活動を推進するための広報活動

企業健診の個別健診への取組みおやこの食育教室

歯みがき指導※

歯科保健指導※ 歯科保健指導※

歯周病検診後の高度な歯科口腔治療

総合の時間を活用した「歯と口の健康」に関する指導

各種歯科健（検）診の実施※、普及啓発（むし歯予防・歯周病予防）※※、普及啓発（むし歯予防・歯周病予防）※

歯科医師・歯科衛生士によるお口を元気にする出前講演

健口相談（オーラルフレイルチェック）

健口ストレッチ講座

● 歯科保健指導など

働く世代のオーラルヘルス推進事業
（歯周病検診、普及啓発など）

● 歯科（健診）受診促進

※行政の主な取組みの再掲（委託事業等）

● 適切な生活習慣の確立
● 歯みがきによる歯肉炎予防 ● 定期的なお口の体操等による口腔機能の維持・向上（セルフケアとプロフェッショナルケアの両立）

定着 継続

プロフェッショナルケア かかりつけ歯科医をもち、年１回以上、歯科を受診（各種歯科健診の活用等）

● フッ化物を活用したむし歯予防 ● 歯科医院での定期的な歯石除去等

⇒ 更なる受診率の向上 ⇒ 更なる普及啓発
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各ライフステージにおける
妊娠・出産期（マイナス1歳） 乳幼児期（0～5歳） 学齢期・青年期（6～18歳） 成人期（19～39歳） 壮年期（40～64歳） 高齢期（65歳以上）

歯科口腔保健施策について

● 妊娠中の生理的変化などにより　　　
増加するむし歯・歯周病の予防

● 安定期（妊娠16週頃～）の
歯科受診（健診を含む）

● 歯周病検診の受診
　（歯周病の早期発見・早期治療） 　（歯周病の重症化予防）

● 妊産婦歯科健診受診率
　38.4%（令和4）【増加傾向】
⇒ 更なる受診率の向上

● 歯周病検診受診率
　6.0%（令和4）【微増傾向】
● 歯周炎を有する者の割合
　40歳 53.4%（令和4）
　60歳 59.6%（令和4）

● 自分の歯を有する者の割合
　80歳 20本以上 57.7%（令和4）
● 口腔ケアが誤嚥性肺炎を予防することを知っ
ている者の割合
　65歳以上 54.1%（令和4）

● むし歯のない者の割合
　3歳児 87.7%（令和4）【政令市18位】　12歳児 62.4%（令和4）
⇒ むし歯予防の対策強化

● 健診受診率の増加
　妊産婦38.4%（令和4）→ 46.0%（令和9） 　1.6歳児　75.3%（令和4）→ 84.0%（令和9）

　3歳児　67.9%（令和4）→ 79.0%（令和9）

● むし歯のない者の割合の増加
　3歳児 87.7%（令和4）→ 92.0%（令和9）

妊産婦歯科健診（妊娠中から産後1年以内）

セルフケア しっかり噛んで、食後は歯みがき（毎食後の丁寧なセルフケア）

乳幼児歯科健（検）診（1.6歳、3歳、4・5歳） 学校歯科検診（小・中学生、高校生） 親子歯科健診（1.6歳児の保護者） 歯周病（歯周疾患）検診（40歳・50歳・60歳・70歳） 後期高齢者歯科健診（76～80歳）

　12歳児 62.4%（令和4）→ 67.9%（令和8）

● 歯肉に炎症所見を有する者の割合
　中学生19.7%（令和4）【減少傾向】
⇒ 歯周病予防意識の啓発

● 歯周炎を有する者の割合の減少
　40歳 53.4%（令和4）→ 48.5%（令和9）
　60歳 59.6%（令和4）→ 52.0%（令和9）

● 自分の歯を有する者の割合の増加
　60歳24本以上 74.1%（令和4）→ 87.0%（令和10）　80歳20本以上 57.7%（令和4）→ 75.0%（令和10）

● 歯周病検診受診率の増加
　6.0%（令和4）→ 10.0%（令和9）

● 過去1年間に歯科健康診査を受診し
た者の割合の増加
　19歳以上 46.8%（令和4）
　→ 50.0%（令和10）

● 口腔ケアが誤嚥性肺炎を予防することを
知っている者の割合の増加
　65歳以上 54.1%（令和4）→ 70.0%（令和10）

　20歳代 22.2%（令和4）【減少傾向】
⇒ 今後を見据えた予防

● 歯肉に炎症所見を有する者の割合の減少
　中学生 19.7%（令和4）→ 18.6%（令和8） 　20歳代 22.2%（令和4）→ 14.0%（令和10）

● 歯・口腔の適切なケア習慣
● 歯科疾患予防（特に歯周病予防）
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民
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係
機
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生まれてくる子どものための
両親の歯・口腔の健康づくり

むし歯予防
口腔機能の獲得

むし歯・歯周病予防
健康格差の縮小 健全な口腔状態の維持 歯科疾患の早期発見・早期治療 歯の喪失防止

口腔機能の維持・向上

● 適切な生活習慣（食後・就寝前の歯みがき等） ● 歯周病の重症化予防　● 歯周病の影響による全身疾患の発症・重症化予防
● オーラルフレイル対策確立　　　→　　　定着

塗布（1.6歳・3歳） 洗口（小学校）、塗布（特別支援学校（小））
● フッ化物応用

子どもむし歯予防教室（保育所・子ども食堂等） 歯みがき指導（小学校）
● 歯みがき指導

マタニティ教室 乳幼児個別相談　等
● 歯科保健指導

● 歯科健（検）診

● 口腔保健推進会議の開催（学識経験者及び保健、医療、社会福祉、労働衛生、教育、地域等の関係者から構成する会議）、 正しい知識の普及啓発 （歯科疾患の予防、全身疾患との関連、口腔機能の維持・向上）

高齢者の口腔機能維持・向上に関する医科・歯科連携の推進

企業の歯科保健活動を推進するための広報活動

企業健診の個別健診への取組みおやこの食育教室

歯みがき指導※

歯科保健指導※ 歯科保健指導※

歯周病検診後の高度な歯科口腔治療

総合の時間を活用した「歯と口の健康」に関する指導

各種歯科健（検）診の実施※、普及啓発（むし歯予防・歯周病予防）※※、普及啓発（むし歯予防・歯周病予防）※

歯科医師・歯科衛生士によるお口を元気にする出前講演

健口相談（オーラルフレイルチェック）

健口ストレッチ講座

● 歯科保健指導など

働く世代のオーラルヘルス推進事業
（歯周病検診、普及啓発など）

● 歯科（健診）受診促進

※行政の主な取組みの再掲（委託事業等）

● 適切な生活習慣の確立
● 歯みがきによる歯肉炎予防 ● 定期的なお口の体操等による口腔機能の維持・向上（セルフケアとプロフェッショナルケアの両立）

定着 継続

プロフェッショナルケア かかりつけ歯科医をもち、年１回以上、歯科を受診（各種歯科健診の活用等）

● フッ化物を活用したむし歯予防 ● 歯科医院での定期的な歯石除去等

⇒ 更なる受診率の向上 ⇒ 更なる普及啓発
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3	 歯科口腔保健の推進に関する指標
歯科口腔保健の推進に関して、8つの目的を掲げ、その指標として、21項目について目

標値を設定しました。

【歯科口腔保健の推進に関する指標】

目　的 指　標 現状値（年度） 目標値（年度）

むし歯の減少

3歳児でむし歯のない者の割合 87.7%（令和4） 92.0%（ 令 和 9）

12歳児でむし歯のない者の割合 62.4%（令和4）
増加傾向

（67.9％）
（ 令和11）
（ 令 和 8）

未処置歯の減少
40歳で未処置歯を有する者の割合 35.7%（令和4） 34.0%（ 令 和 9）

60歳で未処置歯を有する者の割合 26.2%（令和4） 18.0%（ 令 和 9）

歯周病の減少

中学生における歯肉に炎症所見を有する
者の割合

19.7%（令和4）
減少傾向

（18.6％）
（ 令和11）
（ 令 和 8）

20代における歯肉に炎症所見を有する者の
割合

22.2%（令和4） 14.0%（ 令和10）

40歳で歯周炎を有する者の割合 53.4%（令和4） 48.5%（ 令 和 9）

60歳で歯周炎を有する者の割合 59.6%（令和4） 52.0%（ 令 和 9）

歯科健（検）診の
受診率向上

妊産婦歯科健診受診率 38.4%（令和4） 46.0%（ 令 和 9）

1歳6か月児歯科健康診査受診率 75.3%（令和4） 84.0%（ 令 和 9）

3歳児歯科健康診査受診率 67.9%（令和4） 79.0%（ 令 和 9）

歯周病（歯周疾患）検診受診率
（40歳、50歳、60歳、70歳の合計）

6.0%（令和4） 10.0%（ 令 和 9）

19歳以上における過去1年間に歯科健康
診査を受診した者の割合

46.8%（令和4） 50.0%（ 令和10）

かかりつけ歯科医がいる者の割合
（40 〜 64歳）

69.0%（令和4） 74.0%（ 令和10）

歯の喪失の防止

60歳で24歯以上の自分の歯を有する者
の割合

74.1%（令和4） 87.0%（ 令和10）

80歳で20歯以上の自分の歯を有する者
の割合

57.7%（令和4） 75.0%（ 令和10）

口腔機能の維持・
向上

50歳以上における咀嚼良好者の割合 65.8%（令和4） 80.0%（ 令和10）

歯・口腔に関する
健康格差の縮小

3歳児で4本以上のむし歯を有する者の
割合

4.1%（令和4） 2.0%（ 令 和 9）

40歳以上における自分の歯が19歯以下の
者の割合

19.9%（令和4） 11.0%（ 令和10）

口腔の健康と
全身の健康の
関係に関する
知識の普及

19歳以上における歯周病と糖尿病の
関係を知っている者の割合

32.6%（令和4） 50.0%（ 令和10）

65歳以上における口腔ケアが誤嚥性肺炎を
予防することを知っている者の割合

54.1%（令和4） 70.0%（ 令和10）
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